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名
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ホ
テ
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平
成
20
年
４
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１０
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

69
名 

 
 

 
 

出
席
計
算
数 

 62
名
中
54
名
出
席 

出
席
率
87
・
10
％ 

前
々
回
出
席
率
88
・
71
％ 

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
大
須
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
」 

指 
揮 

者 

渡
辺 

観
永 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
を
よ
ろ
し
く
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
江 
英
弥 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
ア
ナ
埋
め
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
内 

 

恭 

私
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 

前
田 

隆
久 

夫
の
誕
生
月
で
す
。 

 
 

近
藤 

明
美 

明
日
妻
の
誕
生
日
で
す
。 

草
野 

勝
彦 

横
井
さ
ん
、
小
笠
原
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

荻
巣 

賢
二 

加
藤
先
生
、
小
笠
原
君
あ
り
が
と
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

尾
上 

 

昇 

尾
上
さ
ん
「
国
鉄
改
革
」
面
白
く
読
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

 

加
藤 

正
樹 

山
口
さ
ん
、
こ
の
度
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

佐
藤 

 

彰 

昨
今
休
み
が
多
い
で
す
。
す
み
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

佐
々
木 

功 

パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵
ま
れ
て
、
ゴ
ル
フ
準
優

勝
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

長
野 

 

弘 

 

会

長

挨

拶 

会
長 

堀
江 

英
弥 

 

桜
の
花
も
す
っ
か
り
散
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
イ
チ
ョ
ウ
や
柳
の
若
葉
も
芽

吹
き
新
緑
が
目
に
し
み
る
時
期
に
な
り
、

街
路
樹
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
花
も
咲
き
始

め
春
爛
漫
と
い
っ
た
季
節
に
な
り
ま
し

た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
次
年
度

の
た
め
に
ど
ん
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
の

か
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

ず
、
片
山
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
が
、
最
初
に
行
わ
れ
る
の
が
世

界
各
地
か
ら
ガ
バ
ナ
ー
エ
レ
ク
ト
を
召

集
し
て
開
か
れ
る
国
際
協
議
会
で
す
。
１

月
１３
日
～
２０
日
ま
で
ア
メ
リ
カ
の
サ

ン
デ
ィ
エ
ゴ
で
開
催
さ
れ
李
東
建
次
期 

                 

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
会
長
が
提
唱
さ
れ
た

｢

夢
を
か
た
ち
に｣

の
テ
ー
マ
の
も
と
５

３
２
名
が
研
修
さ
れ
ま
し
た
。
３
月
１６

日
に
会
長
エ
レ
ク
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ

Ｓ
）
で
ガ
バ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
や
方
針
等
の

研
修
が
な
さ
れ
、
４
月
１３
日
地
区
協
議

会
で
次
年
度
会
長
・
幹
事
な
ど
出
席
義
務

者
の
方
々
約
１
８
０
０
人
が
集
ま
り
各

分
科
会
に
分
か
れ
て
RI
の
テ
ー
マ
や
地

区
の
方
針
が
各
委
員
会
ご
と
に
示
さ
れ
、

７
月
か
ら
始
ま
る
新
年
度
か
ら
の
各
ク

ラ
ブ
の
運
営
に
と
繋
が
る
流
れ
に
な
り

ま
す
。
次
週
例
会
は
出
席
さ
れ
た
委
員
長

さ
ん
か
ら
の
報
告
と
言
う
こ
と
で
い
よ

い
よ
次
年
度
に
向
け
て
の
始
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
。 

小
澤
年
度
へ
の
エ
ー
ル
を
お
送
り
し

て
挨
拶
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   
    

雑

誌

月

間 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

平
成
20
年
４
月
１７
日
（
木
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
員 

69
名 

 
 

 
 

出
席
計
算
数 

 63
名
中
49
名
出
席 

出
席
率
77
・
78
％ 

前
々
回
出
席
率
93
・
33
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

「
四
つ
の
テ
ス
ト
」 

指 

揮 

者 

渡
辺 

観
永 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

地
区
協
議
会
多
数
の
参
加
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

堀
江 

英
弥 

地
区
協
議
会
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。 

杉
本 

英
夫 

宮
内
庁
よ
り
お
招
き
を
い
た
だ
き
、
本
日

（
４
月
１７
日
）「
春
の
園
遊
会
」
に
行
っ

て
参
り
ま
す
。 

 
 

 
 

渡
辺 

剛
男 

渡
辺
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

加
藤 

正
樹
・
太
田 

 

裕 

〝
か
え
る〟

に
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

横
井 

 

衞 

結
婚
記
念
月
で
す
。 

 
 

鈴
木 

 

洋 

３２
年
前
の
４
月
１７
日
結
婚
し
ま
し
た
。

お
め
で
た
い
で
す
。 

 
 

神
野 

邦
利 

長
女
の
二
男
が
千
葉
船
橋
高
校
に
入
学
。

入
学
生
４
０
７
名
を
代
表
し
て
宣
誓
を
無

事
終
え
ま
し
た
。 

 
 

 

小
野 

定
男 

 

会

長

挨

拶 
 

 
 

 

会
長 

堀
江 

英
弥 

こ
の
地
方
の
桜
も
す
っ
か
り
盛
り
を
過

ぎ
、
桜
前
線
は
東
北
地
方
を
北
上
中
と
の

事
、も
う
少
し
す
る
と
北
海
道
に
も
達
し
、

梅
と
桃
と
桜
が
同
時
に
咲
く
季
節
に
な
り

ま
す
。 

 

し
ば
ら
く
花
の
話
が
続
き
ま
し
た
の
で
、

今
日
は
久
し
ぶ
り
に
魚
の
話
を
し
ま
す
。 

 

魚
へ
ん
に
春
と
書
く
魚
が
あ
り
ま
す
。

春
を
告
げ
る
魚
、
鰆
（
さ
わ
ら
）
で
す
。

鰆
は
本
来
深
場
に
生
息
し
て
い
ま
す
が
、

春
か
ら
初
夏
に
か
け
産
卵
の
た
め
浅
場
の

沿
岸
近
く
で
揚
が
る
よ
う
に
な
り
、
八
十

八
夜
頃
か
ら
本
格
的
に
漁
が
始
ま
り
ま
す
。
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瀬
戸
内
、
特
に
岡
山
で
は
最
高
に
人
気
の

高
い
魚
で
、
刺
身
、
塩
焼
き
や
照
り
焼
き

等
多
く
の
調
理
法
が
あ
り
、
岡
山
寿
司
に

は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
食
材
で
す
。 

 

と
こ
ろ
で
、
鰆
の
先
祖
は
鯖
や
鮪
と
同

じ
系
統
で
す
。
沿
岸
に
棲
み
付
い
た
の
が

鯖
で
、
大
海
を
回
遊
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
鮪
で
、
外
洋
に
棲
み
産
卵
の
た
め
内

海
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
鰆

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ご
存
知
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト
な

魚
で
、
お
腹
の
幅
が
狭
い
と
言
う
こ
と
で

狭
腹
（
さ
は
ら
）
が
語
源
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
日
は
春
の
魚
「
鰆
」
に
付
い
て

お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
挨
拶
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

卓 

話 

「
地
区
協
議
会
報
告
」 

次
年
度 

ク
ラ
ブ
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

前
田 

隆
久 

４
月
13
日
、
地
区
協 

議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。
午
前
の
部
で
、
片
山
主
水
２
７
６
０

地
区
次
期
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
、
次
年
度
RI
テ

ー
マ
と
、
次
年
度
ガ
バ
ナ
ー
方
針
の
説
明

が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
、
午
後
か
ら
９
分

科
会
に
分
か
れ
て
、
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
私
は
、
第
二
分
科
会
に
参
加
し
て
参

り
ま
し
た
。
第
二
分
科
会
は
、
次
年
度
の

ク
ラ
ブ
奉
仕
の
他
に
、会
員
増
強
、広
報
、

ロ
ー
タ
リ
ー
情
報
、
ロ
ー
タ
リ
ー
研
修
の

各
委
員
長
と
、
会
長
エ
レ
ク
ト
、
副
幹
事

が
参
加
し
、
第
二
分
科
会
の
テ
ー
マ
「
ロ

ー
タ
リ
ー
の
活
性
化
～
ロ
ー
タ
リ
ー
を
よ

く
理
解
し
よ
う
」に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
、
運
営
を
、
学
び
、
考

え
る
分
科
会
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
内
容
は
ク
ラ
ブ
奉
仕
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
Ｃ
Ｌ
Ｐ
に
つ
い
て
、
会
員
増
強
、

広
報
の
重
要
性
と
一
部
方
法
論
に
つ
い
て
、

ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
し
く
作
ら
れ
た
地

区
総
務
委
員
会
と
、
地
区
規
則
細
則
委
員

会
に
つ
い
て
、
特
に
、
細
則
委
員
会
は
次

期
委
員
長
と
し
て
当
ク
ラ
ブ
草
野
さ
ん
が

説
明
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
盛
り

だ
く
さ
ん
で
、
有
意
義
な
２
時
間
半
で
し

た
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
お
話
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ガ
バ
ナ
ー
地
区
方
針
「
持
続
可
能
な
前

進
」
を
、
組
織
運
営
か
ら
語
っ
た
場
合
、

Ｃ
Ｌ
Ｐ
を
無
視
す
る
事
は
出
来
な
い
、
現

状
２
７
６
０
地
区
81
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、
本

年
度
Ｃ
Ｌ
Ｐ
採
用
ク
ラ
ブ
は
12
ク
ラ
ブ
、

検
討
中
の
ク
ラ
ブ
は
42
ク
ラ
ブ
で
す
が
、

目
的
と
規
模
に
適
し
た
組
織
、
機
構
等
を

目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

し
た
う
え
で
、
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
の
た
め

に
は
ク
ラ
ブ
管
理
の
方
法
も
、
改
革
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｐ
は
、
ロ
ー
タ
リ
１

０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、
RI
が
初
め
て
論

及
し
た
組
織
論
な
の
で
、
一
度
検
討
し
て

み
る
必
要
が
あ
る
と
も
語
っ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
片
山
次
期
ガ
バ
ナ
ー
が
、
分
科

会
会
場
で
話
さ
れ
た
次
の
言
葉
が
、
ク
ラ

ブ
奉
仕
の
本
質
を
表
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
目
的
は
奉
仕
で
あ
り
、

奉
仕
は
親
睦
か
ら
生
ま
れ
、
親
睦
は
出

席
・
参
加
よ
り
始
ま
る
」
Ｃ
Ｌ
Ｐ
の
成
果

を
出
し
な
が
ら
、
出
席
率
の
高
ま
る
ク
ラ

ブ
運
営
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
年
度 職

業
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

松
本 

哲
朗 

職
業
奉
仕
は
第
３
分 

科
会
と
し
て
「
職
業
奉 

仕
は
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点
、
そ
の
理
念
は

万
古
不
易
」
の
テ
ー
マ
で
成
田
洋
之
次
期

地
区
委
員
長
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。 

職
業
奉
仕
と
は
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
個
人
が

自
己
の
職
業
を
も
っ
て
社
会
に
奉
仕
す
る

こ
と
。
ま
た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
原
点
、
ロ

ー
タ
リ
ー
運
動
の
根
幹
、
金
看
板
、
ロ
ー

タ
リ
ー
内
だ
け
で
通
用
す
る
用
語
で
あ
る

こ
と
。
概
念
と
し
て
職
業
と
い
う
も
の
は

生
計
を
た
て
る
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
世

の
為
、
人
の
為
に
役
立
つ
仕
事
、
奉
仕
す

る
手
段
で
も
あ
る
の
だ
と
い
う
職
業
観
、

奉
仕
理
念
を
確
立
す
る
。
ま
た
、
こ
の
奉

仕
理
念
を
正
し
く
理
解
し
、
例
会
で
奉
仕

の
心
を
育
み
、
自
分
の
職
業
の
質
、
道
徳

性

を

高

め

て

、

自

己

の

天

職

（V
o
c
a
tio

n
a
l S

e
rv

ic
e

）
た
る
職
業

を
通
じ
て
社
会
に
個
人
的
（I 

S
e
rv

e

）

に
奉
仕
す
る
。 

重
要
な
理
念
の
一
つ
で
ロ
ー
タ
リ
ア
ン

の
事
業
を
繁
栄
に
導
く
た
め
の
実
践
的
な

行
動
指
針
と
し
て
「
４
つ
の
テ
ス
ト
」

（T
h

e
 F

o
u

r-
W

a
y
 T

e
s
t

）
が
あ
る
。

(

日
本
文
省
略
） 

Is
 it th

e
 T

ru
th

?
 

Is
 it F

a
ir to

 a
ll c

o
n

c
e
rn

e
d

?
 

W
ill 

it 
b

u
ild

 
G

o
o
d

w
ill 

a
n

d
 

B
e
tte

r F
rie

n
d

s
h

ip
s
?

 
 

W
ill 

it 
b

e
 
B

e
n

e
fic

ia
l 

to
 
a
ll 

c
o
n

c
e
rn

e
d

?
 

 

２
つ
目
と
４
つ
目
の
「T

o
 

A
ll 

C
o
n

c
e
rn

e
d

」
が
日
本
語
訳
で
は
肝
心

な
「C

o
n

c
e
rn

e
d

」
が
抜
け
て
漠
然
と

し
た
「
み
ん
な
」
に
な
っ
て
お
り
解
り
に

く
い
が
、
原
文
で
は
「
関
係
者
」
と
か｢

当

事
者
」
の
意
味
で
自
分
の
企
業
活
動
に
関

係
す
る
人
達
、
す
な
わ
ち
得
意
先
、
取
引

相
手
、下
請
業
者
、従
業
員
な
ど
の
こ
と
。

ま
た
、O

f 
th

e
 
th

in
g
s
 
w

e
 
th

in
k
, 

s
a
y o

r d
o

と
い
う
前
文
が
あ
り
「
４
つ

の
テ
ス
ト
」
を
言
動
だ
け
で
な
く
常
に
思

考
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。 

ク
ラ
ブ
職
業
奉
仕
委
員
会
は
会
員
に
こ

れ
ら
職
業
奉
仕
の
理
念
と
実
践
を
啓
発
し

手
助
け
と
な
る
こ
と
と
勉
強
し
て
き
ま
し

た
。 

 

次
年
度 

社
会
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

横
井 

 

衞 

地
区
協
議
会
に
参
加 

し
、
勉
強
を
さ
せ
て
頂 

い
て
ま
い
り
ま
し
た
、
当
委
員
会
で
は
各

ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、「
ど
の
よ
う
に
し
て
地

域
社
会
に
奉
仕
し
て
い
く
の
か
？
」
を
テ

ー
マ
に
レ
ク
チ
ャ
ア
す
る
の
が
主
体
と
な

っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
奉
仕
活
動
の
主

な
も
の
を
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
ま
す
と
次
の

６
つ
に
わ
か
れ
て
お
り
ま
す
。 

１
．
福
祉 

 

４
．
文
化
、
教
育 

２
．
環
境 

 

５
．
健
康
、
ス
ポ
ー
ツ 

３
．
安
全 

 

６
．
そ
の
他 

 

し
か
し
な
が
ら
私
見
で
は
あ
り
ま
す
が

こ
れ
ら
全
て
の
活
動
を
当
ク
ラ
ブ
で
こ
な

し
て
ゆ
く
の
は
、
予
算
的
に
も
人
員
的
に

も
か
な
り
の
無
理
が
生
じ
る
と
思
い
ま
し

た
。
今
後
３
人
の
副
委
員
長
と
相
談
を
い

た
し
、
ど
の
活
動
に
力
点
を
置
い
て
、
地

域
社
会
に
奉
仕
活
動
を
す
す
め
て
ゆ
く
べ

き
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

次
年
度 

国
際
奉
仕
委
員
会 

委
員
長 

田
崎 

雅
三 

（
＊
次
号
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。） 

            

定
款
第
５
条
第
１
節
に
よ
り
休
会 

  

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

 

広
報
委
員
会 

 

内
藤 

 

明 

・ 

近
藤
宏
一
郎 

小
島 

雅
尚 

・ 

杉
浦 

令
淑 

犬
飼 

芳
雄 

・ 

長
野 

 

弘 

５
月
８
日
（
木
） 

例
会
の
ご
案
内 

前回まで  ７８，３６０円

今 回 分  ５４，５００円

累 計 １３２，８６０ 円

ロータリー財団  
寄 付 金 報 告 

 
５
月
１
日
（
木
） 

例
会
の
ご
案
内 


